
座　談　会

生存のためのコロナ対策ネットワーク

生存のためのコロナ対策ネットワークは、コロナ危機

により労働問題や生活困窮、ハラスメント、差別に直

面する人々の相談に応じてきた労働組合、NPO、学者、

ジャーナリストらからなる、ゆるやかなネットワークで

ある。現場の声をもとに政策提言し、状況改善につなげ

ることを目的とする。本誌6月号に31の緊急提案を発表。

大　指　竹　猪
椿×信×股
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生
活
保
障
の

さ
ら
な
る
徹
底
を

相
談
内
容
か
ら
見
え
る
現
状

現
場
か
ら
の

報
告
と
提
言

藤
田
孝
典
司
会

×
　
（
ふ
じ
た
．
た
か
の
り
N
。
。
法
人
ほ
っ
と
プ
ラ
ス
理
事
）

今
野
晴
貰

×
　
（
こ
ん
の
．
ぼ
ろ
さ
N
P
。
法
人
。
。
S
S
E
代
表
）

渡
辺
寛
人

×
　
（
わ
た
な
べ
．
ひ
る
と
N
。
。
法
人
。
。
S
S
E
）

正
（
い
の
ま
た
・
た
だ
し
　
弁
護
士
）

一
恵
子

（
た
け
の
ぶ
・
み
え
こ
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

×

昭
一
（
い
ぶ
す
き
・
し
よ
う
い
ち
　
弁
護
士
）

裕
和
（
お
お
う
ち
・
ひ
る
か
ず
　
中
京
大
学
教
授
）

藤
田
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
弦
大
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
、
業
態
、
地
域
の

人
々
が
生
活
を
直
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
生

存
の
た
め
の
コ
ロ
ナ
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

で
は
、
本
誌
前
号
で
、
休
業
・
失
業
、
住
ま

い
、
生
活
保
護
、
女
性
、
学
生
、
外
国
人
、

債
務
問
題
な
ど
の
角
度
か
ら
現
状
報
告
を
す

る
と
と
も
に
、
3
1
の
提
言
を
発
表
し
ま
し
た
。

五
月
二
日
二
二
日
に
は
、
多
く
の
労
働
組
合
、

N
P
O
、
弁
護
士
の
協
力
の
も
と
、
全
国
一

斉
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

提
言
は
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
て
受
け
止
め

ら
れ
、
す
で
に
政
策
と
し
て
実
現
し
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。
今
日
は
、
そ
の
後
一
カ
月
で

何
が
起
き
て
い
る
か
、
そ
の
報
告
と
、
現
場

発
の
運
動
と
政
策
の
あ
り
方
や
、
コ
ロ
ナ
収

束
後
の
社
会
を
見
す
え
た
議
論
も
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
一
番
動
き
の
大
き
い

労
働
関
係
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

今
野
　
労
働
相
談
の
件
数
は
、
私
の
所
属
す
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る
P
O
S
S
E
の
関
係
で
は
、
五
月
二
〇
日

時
点
で
二
二
七
件
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
休

業
に
関
し
て
は
、
休
業
補
償
が
ゼ
ロ
と
い
う

相
談
が
半
分
以
上
、
六
割
の
賃
金
は
補
償
さ

れ
た
が
こ
れ
で
は
足
り
な
い
と
い
う
相
談
が

三
割
以
上
あ
り
ま
し
た
㍉
六
割
補
償
と
い
う

の
は
、
労
働
基
準
法
で
、
雇
用
主
が
労
働
者

を
休
業
さ
せ
た
場
合
に
は
平
均
賃
金
の
六
〇

％
以
上
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
る
、
最
低
限
の
条
件
で
す
。

最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
仕
事
は
戻
っ
て

き
て
い
る
が
、
時
短
営
業
に
よ
り
一
時
間
だ

け
働
い
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
要
請
に
困
っ
て

い
る
と
い
う
相
談
事
例
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

で
は
休
業
で
六
割
補
償
さ
れ
た
方
が
ま
し
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
収
束
の
過
種
で
も
、

労
働
者
が
中
途
半
端
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

渡
辺
　
P
O
S
S
E
に
は
、
労
働
相
談
と
は

別
に
、
三
月
か
ら
五
月
一
五
日
ま
で
に
三
二

四
件
の
生
活
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

四
月
段
階
で
は
、
二
〇
代
、
三
〇
代
の
女
性
、

と
く
に
飲
食
や
接
客
に
か
か
わ
る
方
の
相
談

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
徐
々
に
幅

広
い
年
代
層
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
男
女
比

は
、
・
男
性
四
、
女
性
六
く
ら
い
で
す
。
業
種

は
、
小
売
・
飲
食
が
多
く
、
続
い
て
観
光
・

交
通
で
す
。
五
月
以
降
の
傾
向
で
は
、
派
遣

切
り
で
住
居
を
失
っ
た
と
い
う
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。
製
造
業
の
ほ
か
、
ホ
テ
ル
な
ど

に
派
遣
さ
れ
る
観
光
業
の
人
も
い
ま
す
。

ま
た
四
月
は
「
給
付
金
制
度
を
自
分
も
使

え
る
か
」
と
い
う
相
談
が
多
か
っ
た
で
す
が
、

現
在
は
「
制
度
を
使
お
う
と
し
た
が
使
え
な

か
っ
た
」
と
い
う
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

住
居
確
保
給
付
金
、
生
活
保
護
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
貸
付
制
度
な
ど
で
す
。
話
を
聞
く

と
、
住
居
が
な
い
人
は
生
活
保
護
が
使
え
な

い
と
い
う
誤
っ
た
説
明
や
、
大
部
屋
の
無
料

低
額
宿
泊
所
に
入
れ
と
言
わ
れ
た
例
な
ど
、

違
法
・
不
当
な
運
用
も
あ
り
ま
し
た
。

藤
田
　
生
活
困
窮
と
制
度
上
の
問
題
点
は
、

私
が
属
す
る
N
P
O
法
人
ほ
っ
と
プ
ラ
ス
で

も
同
様
の
傾
向
で
す
。
機
能
し
な
い
生
活
保

障
制
度
が
ま
さ
に
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

極
度
に
進
む
貧
困

猪
股
　
私
は
貧
困
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た

全
国
の
仲
間
と
企
画
し
て
、
四
月
一
八
日
・

一
九
日
に
全
国
一
斉
の
電
話
相
談
会
を
行
な

い
、
続
い
て
、
五
月
二
日
三
一
日
に
、
生
存

の
た
め
の
コ
ロ
ナ
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
電

話
相
談
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

四
月
の
相
談
は
全
国
で
五
〇
〇
九
件
、
四

二
万
ア
ク
セ
ス
に
上
る
な
ど
、
両
相
談
会
に

は
相
談
が
殺
到
し
、
「
生
活
費
が
な
い
」
と
い

う
訴
え
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
労
働
者
か
ら
は
、

休
業
手
当
が
支
払
わ
れ
な
い
、
払
わ
れ
て
も

元
の
賃
金
水
準
が
低
く
六
割
に
減
額
さ
れ
て

は
生
活
で
き
な
い
、
失
職
後
、
失
業
給
付
が

支
払
わ
れ
る
ま
で
九
〇
日
の
待
機
期
間
が
あ

り
生
活
を
維
持
で
き
な
い
な
ど
。
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
を
含
む
個
人
事
業
者
か
ら
も
、
休
業
で

売
上
が
な
い
、
雇
用
で
は
な
い
の
で
休
業
手

当
も
失
業
給
付
も
な
い
、
固
定
費
の
負
担
が

大
き
い
、
と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

住
居
の
危
機
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
私
自


